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インドに旅して

付ヨｰロッパの物理探査

��

早川正巳

1年間のインド滞在の後1960年12月はじめヨｰロッパ

旅行に出かけたイギリスを振り閉しにフランスでE.A,

E.G.(ヨｰロッパ物理探査学会)に出席してからC.G.G.

物探会社等を見学12月12日朝パリからフランクフルト経

由ハノｰバrに向かった

詩人ゲｰテで有名なフランクフルトで飛行機をルフト

ハンザに乗換え約2時間後午後3時ノ･ノｰバｰに着陸

した1機がフランクフルトを離れると間もなく雪が

ちらつくのが見え次第にあたりは白一色の銀世界とな

った.ハノｰバｰの飛行場に近づくにつれスキｰを

している人達の姿がまるで蟻のように空から見えてきた

飛行場で受取った電報にしたがい直ちに出迎えの車で

ドイツ地質調査所Amtesf肚Bod㎝forschu㎎に向か

った.途中綿のような雪が西洋杉や教会の屋根をお

おいそれにチラチラと白いものが降っているクリスマ

スカｰドさながらの景色をみて私はうっとりとし夢

の国にいるようた錯覚をおぼえた.しかし車が調査

所についた時この夢は静かにさめた.今朝までは

柔らかいフランス語の中に居たのカミ今は節度厳しいド

イツ語で迎えられ先入観のためかわずか身の引締ま

る感じカ主した.

研究部長のDr･F･Hanenbachが直ちに車で調査

所から200mぱかりのところにあるホテルEingangに

私と荷物を運んでくれた.5階にある私の部屋のカｰ

テンを開くとガラス越しに降りしきる雪が夕闇をひと

きわ浮び出させ静かに遠くの教会の鐘の音が流れてき

て連日の忙しさから救われたような気カミした.13目

雪のハノｰバｰ(地質調査所の近くで)

朝調査所でまずDr･Hanenbachから全般的柾研究

内容の説明があった.(所長D･.H.Clossはあらかじめ

手紙にあった通り私と入れちがいにインドヘ旅行中)Drs･K･

Deppermann,H.Flathe,O.Kappelmeyer等に紹介

された後Kappe工meyer氏に案内されて地熱関係の研

究室から見学.

事ず熱伝導の測定装置は図に示すようにHeater,

Cooler聞に挿入されたサンプルに数多くのピンホｰル

をつくりそれらに差し込んだ温度計(them㏄oup1e)

をオシログラフにつ在き自記記録させるのである.こ

うすることによって正確に時間と共に熱がどのように

伝わってゆくかその様子が分かる.一方実際の地表

面から空中への発散を調べるには図のように温度計をつ

くり井戸を利用しての地域･地質による違v･深さを

パラメｰタｰに取った時間的変化の長期観測(図を参照)

等の野外測定と室内実験それらを裏付ける理論的な研

究カミ行荏われていた.そしてその応用として地表

面｡地下の温度測定による断層割れ目の発見さらに

熱を持った水の移動等が推算(図を参照)されたほかイ

タリア南部の地熱地帯の探査にもかなりの貢献がなされ

ていた.

次にDeppermann,F1athe両氏に電気探査の器械や

理論計算による数多くの成層構造の見掛比抵抗グラフを

見せていただいたがこれらの詳細は陶山淳治氏の紹介

を参照されたい.その他ここでちょっとしるしてお

きたいのは電気探査によるアルプスのモレインの研究

と北海沿岸の塩水浸透の研究である.ここには後者

につ〉'て少し述べておこう.これはDrs.R.Wager,

W.Richter,H.F1atheにより地下で淡水と塩水がど

のような分布をしているか調べられたのである.ノ'ン

ブノレグから西ヘエノレベ河沿いにまた北海沿岸に沿って

エムデンに至る約200kmの間に随処に3つ0に余る電

気探査の側線がしかれそれと数多くのボｰリングを利

用することによりまた理論計算にはもちろんporosity,
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sementationfactor等による影響を考慮に入れ地域

深さによるNaClのdensitypercent測定(深さ1,900

mまで資料数575)も用いですばらしい地下塩水分布

図が作成されていた.柾おこの研究により次のよう狂こ

とが分った.それはPre･RomanTransgressio血に

より紀元前100年頃から塩水が段々と陸地に浸入し(今

目見られるところの淡水塩水境界面まで)その後北海の後退

(Regressi㎝)により静水圧勾配は逆となり塩分の洗浄

(Edu1cora-ti㎝)がはじまりそれは現在まで終ってい

たいというのである.

3時頃Dr.Ha11enbachに従って近くのレストランに

ゆき昼食再ぴ調査所に戻り今度は地震のDr･W･v･z･

Mむhlerの研究室を訪れた.北海における海の地震探

査(反射･屈折)が大々的に行なわれていてその状況

カミ豆ランプで示されていた.一方大爆破中爆破カミ

感んに進行中であった.ヘリゴランドの例の4000トン

の大爆破以来そんな桁はずれの薬量ではないカミ大･中

爆破はドイツではなかたか盛んだようである.ここに

はM廿hler氏の中爆破の研究の一端をしるしておこう.

これはおもに屈折でジュトウトガルトニュｰノレンヘ

ノレクフランクフルトの東北酉北方等それに最近で

は南のスイスとの境界付近等で実施しており70k㎜て

いどの側線が多かった.速度としては4.4km/sec5･5

km/sec(Granite)6.5km/sec(Gabbro)7.9～8.2km

/sec(Peridotite)等がみられた.愉快であったのは

日本の大爆破グルｰプの研究か高く評価されていてそ

れについて色々と逆に質問されたことである.その後

Drs.J.Hoωilius,S.LOrchのγ一線源を用いての吸収

による地表付近のdensity測定の実験ならびに理論的

研究や同じくDrs･J･Homi1ius,S･LOrchならびに

K.Seitsによる･γ一γゾニノデ(検層)を用いてのdensity
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測定の実験を見せていただいた.さらに本館から少し

離れた所にあるマススヘクトル放射能アイソトｰプの

研究室に行きそこでCI4やアノレゴンｰボタシュウム法

による地質年代決定の実験を見学した1Amtes地r

B㎝denfcrschu㎎で私が全体として感じたのは古い

器械でも改良して大切に使いこなしていることであった.

地下温度の時聞的

変化の測定結果

翌14目Dr.Hallenbachに案内されてPRAKLA

(PraktischeLagers箇ttenforschung)を訪問した.

Vice･PresidentのDr.H.W.Maassから全般的な説

明を聞いた後私は専ら地震の研究室を見学した.PR･

AKLAはやはり有名な物理探査会社でドイツの油田

･炭田調査で貢献した他外国に多くの調査瑳を出して

おり日本にも石油資源開発会杜の招きで調査班がきた

ことカミありすでに同社のことは詳しく紹介されている

ので省略する.研究室工場を見学している時偶然

日本であったM廿hler氏寺にお目にかかり思い出を

新たにした.ただここには同社のPlaybackCenter

のことを少し法かり述べておきたい.国内国外の調

査現地から送られてくるMagneticTapeはここで再生

され種々検討されるのである.いうまでもなくFlay

backCenterはそれぞれ特色ある幾多の機能を持って

いる.PRAKLAのそれはSEIKA,GEODATAと

VIPMAの三つから成立っている.SEIKAはPRA･

KLA独特の設計･組立であるカミGEODATAはSIEの

製品(これはwiggl･･typ･で･･i･mi･･･････…ti･nをつ

くる)そしてVIPMAの主要部分であるV-IP(variab1e

densityrepresentation)はTexasInst.Incで作られた

ものである.なお私の訪間した時工場でGEO-

DATAにつけるVariablearearepresentati㎝の装置

も作っていた.

SEIKAは5つのドラムを持っていてMT-4に相当

する機能を持っており非常に大切な結果(interpret盈･

tiOn)の要求される場合にstatic,dynamiccorrecti㎝s,

timedomain砒er.compositing等の能力をフルに利

用するのである.私はこの後各所の研究機関を回っ

てみて次のよう放ことに気がついた物理探査の基礎

北海付近における電気探査からま水と塩水の分布を求めた図

(2簗共Amtes仙rBodenforschmgから)�



一38一

は古くヨｰロッパで打ち立てられたがそれ(器械方法

等)の工業化はアメリカにおける急速な弱電技術の進歩

によって促進確立せられヨｰロッバはそれを使って再

び研究を進めてゆくという段階にきている.しかし何

と言ってもはじめに基礎を作った実力を持っているだけ

に器械などを輸入してもそれを自分狂りにこなして

組み立てなおしまた改良してゆく.そしてスピｰ

ドは遅くても着実に正しく進めてゆく.私はやはりこ

れは学問の伝統が恐るべき力を持っているからだと判断

した･このことは翌15日SEISMOSに行ってもその

感を深くした.ここでSEISMOSの紹介をしよう.

SEIMOSではDr･H･A･R舳mkorfカミ地震について

Prof.Dr｡んSch1eusenerから全般的なことや主とし

て重力について説明を受けた.

SEISMOSは1921年prof.Dr.L.Mintropの創設

にかかる世界で一番古い物理探査会社ですでに地震と

重力では現地に派遣した調査班4000crew･mOnthsを突

破している.はじめてMintropが作った地震計の

9alvanometer一これはよく教科書の写真に出ている一

は未だに大切に保存されていて感激を以てそのミラｰ

の振動するのを見た.いうまでも狂くProf.Mintrop

は地震探鉱の開祖であってそのOrigina1paperは有

名であるカ書その皿OntheHistoryoftheSeismic

��潤景牴��癥��慴楯湯��敲杲���爭

mationsandMineraiDesposits(1930)は最近小部数

であるが再版され私にもその一部をプレゼントされた

これには1846年有名なMalletカ茎自然地震から人工地震

を思いついて以来Minera1,Omori,Sieberg,Nagaoka,

�数�楴��湮摯�����楣楣����瀬��

horovicics,Galitzin,Mainka,Gutenberg等の学者か

如何にして地震計測地震波動等の学問を進めそれを

次第に人工地震に取入れて来たかを詳細にしるしている

そして当時にこの新しい研究の基礎を確立させなが

ら1921年pro£MintmpによってSEISMOSカミ設立

せられ1924年から石油探査の新しい方法がスタｰト

した.手はじめとしてアメリカのTexas,Lousiana

のGu1fCoastでSEISMOSによるResearchとIn.

vest1gationがはじめられ多くの油田Saltdomeすな

わちSugarland,Thompsons,Anahuao,Hastings,

Tomba11等を発見し油田開発に初の貢献をなした.

加うるに1934年BaronSt.wThyssen-Bomemisza

カ重Thyssengravity･meterを世に出し重力探査カミヨｰ

ロッパに大々的に開始されその後アメリカのWorden

重力計を輸入し今日までのヨｰロッパの重力探査の70

%以上はSEISMOSによってなされている.Baron

Thyssen･BOmemiszaのよき助手で有り後継者のDr.

今･Sch1eusenerは今日なおSEISMOSの指導者として

活躍している.地震重力の他Dr.H.Schmid1inに

より電気探査が発展されGeomagnetics,Radioactivity

ofrOcks,地震検層等も盛んに行なわれ現在SEISMOS

の調査班はやはりヨｰロッパ北米カナダアフリカ

中近東ソ連に広く進出している.

地震探査のCenterもSEISMOS独特の器械でやっ

ており反射についてはもとより異方性媒質中の地震波

速度等数多くの実験理論的研究カミ行なわれていた､ド

イツ国内の大中爆破にも貴重な貢献をなし立派た20

乃至30km深さまでの地震波速度の地下構造立体模型を

見ることカミできた.地震計の工場等を見学してから

夜Dr.A.Schleusenerご夫妻のお宅に招かれロｰ

ソクの灯の元でクリスマスを前にしてのご馳走になっ

た.私はこの時のお話ややっている仕事を見てつ

くづくと伝統の強さや地道な足の地についた学問の大

切なことを感じた.16目未明電のノ･ノｰバｰから1

時間余りの飛行でベノレリンに到着.テムペルボフ飛行

場では飛行機が大きな屋根の下に入りすぐ待合室に通

ずるようになっていた.出迎えの車でただちにAskania

本社に着いた.

Askaniaはいまさら説明するまでもなく有名な地球

物理測地学の測定器械製作会社である.先ず世話役

の亘.Wemer'技術部長のDr.H.Kirstenにお目にか

駅AKLAの設備②GEODATA(ジォデｰタ)�
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がりお話を伺ってから早速地球物理関係のDr.R.

Schulzeの案内で内部を詳しく見せていただいた.先

ずGrafSeaGravimeterの設計資料や器械内部さら

にteStのための大カミかりな実験装置等を見学した.

この重力計の実際の使用結果の一例はケンブリッジの

SirBu11ardの所でも見てきた,また潜水艦内での

VeningMeinesz重力計との比較測定はDr.A.Graf

とコロンビア大学のLam㎝tGeoIogica1Observatory

のDr.J.LWOrze1とカミ1956年夏地中海西部から大

西洋に出てイギリスのポｰツマスまで実験的に行ない

さらにその後1958年Dr.WOrze1はI.G.Y.プログラ

ムの一環としてアメリカ海軍の協力でこの重力計を1800

トンの船にのせgyro-stabi1i2edpIatfor㎜の上で地中

海一北米間の重力測定を行なった.これらの結果は

Jour.⑥fGeoph.Res.等に出ているから省略するがま

だ幾多の問題を残しているとはい克船上重力計として

今後の発展が期待される.時たま日本の坪井忠二教授

等による船上重力計完成の報がアスカニアにも届いて屠

りDr.Schulzeをはじめ一同から成功を祝福された.

続いてアスカニアの最近型の陸上重力計GS･12(自記

記録付)の設計やその内部Testの仕方を見た.これは

GS-11の重力計内部の感度検定用の部分を改良したも

のでリセットをしないので測定範囲が精度を落さない

で格段に広げられたものである.私はどちらかといえ

ばアスカニア重力計はフィｰノレドよりは長期測定に適

しているように思う.私がアスカニァの磁力計(シュ

ミット)ではナイフエッジにかなり問題カミあると色々

意見をのべたらr今は過去30年間のシュミット時代からTor･

SiOnMagnetOmeterの世に移り変りつつある｣とその発

明設計者Dr･F･Haalckとその協力者が顔を出した.

鉛直成分測定用のこの磁力計の内容は1956年のGeo･

Physica1PrOspectingに紹介されているが如何にし

てこのTOrsionを思いっきどのような点に苦労カミ払

われたかまたこれらのことは単になる思付きだけでで

来たのではなくむしろ長い学問的な伝統に起因すると

いうことを発明者自身からきいて私には非常にひびく

ものかあった.

その後これは改良されて類似の原理で地磁気の三

成分(D.H.I.したがってZも)が測れるようになり温

度較正や自記記録用の装置も付けて実験に成功していた

種々Testをするところや組立ての工場なども特別の計

いで実際に見せてくれたがどの部分にも数学や物理の

専門家がいることに少なからぬ興味を覚えた.どれだ

けの人が働いているのか聞き忘れたが時差を利用して

の食堂利用は如何にもドイツ式でよいシステムだと思

った.少しでも沢山のことを見聞きしたいと思ってい

る外来者の私には豪華な御馳走よりはこの30分の時間

に栄養価の高いごってりしたいなか料理をいただく方カミ

はるかに合理的でありまた喜ばしくもあった.食事を

共にしたDLSchulzeから｢I･G･Yに関する日本の活躍

をわれわれは非常に高く評価している｣と詳細こお世辞ぬ

きでいわれ喜ばしい一方色々と責任を感じた.

午後は先ず地磁気絶対測定用のMagneticStandard

TheodoIiteやLargeEarthInductor,RecordingVa-

物潭整敲����敖�楯杲慰栬�杮整楣�慶�

TheOdo1ite等について詳しく見学した後遠地用地震

計を組立ている所に行った.地震計についてはアス

カニアでは大きい部分を占めていないしまたことさら

感心するほどのことはなかったカミそのteSt用の振動

台(これは後に述べるチュrリッピの方がすぐれている)にほ

少し注意を引かされた.それからお茶の時間も抜きに

して海洋学的観測器械(験潮鶴や流速･流向計水位遠隔測定

器深海湿度測定器)や気象の気球用Theodoliteをはじ

めとし光学器械大がかりな大型反射望遠鏡のレンズ

みがき工場などをDr.O.Doug1asの案内で次々と見る

受振器の製

作と鯛縫

(§EIS絨0S

の]=境)�
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ことができ朝7時半から夕方8時まで正味12時間ぶ

っつづけで歩き廻って私は案内して下さった方々の熱

心さに胸を打たれた.

それからGriesbach氏につれられて西ベノレリン市内

の目抜き通りクリュノレスタテンダムのレストラントで乾

杯の復すきなソｰセｰジにしゃが芋のこってりしたド

イツ料理を御馳走になり新しく建てられたホテノレ･ベ

ノレリンの豪華なノレｰムに導かれた.オスマニア大学や

アンドウラ大学等でアスカニアの重力計GS-11はじ

め種皮の計測器を輸入していたこともあって私はア

スカニアのゲストとして扱われたのである.夜はおそ

かったが立派た部屋を与えられので連日の研究所見

学内容の整理や考えごとと手紙書きなどに暖炉の側で

気持よく時間を過すことができた.私はこの後ドイ

ツではケッチンゲンの地球物理研究所やミュンヘンの大

学を訪れる予定をしていたカミインドの大学から年内に

帰ってきて欲しい用件カミできた旨の電報を受取り止む

なくまたの機会に訪れることとし招待の手紙をいた

だいたProf.Barte1にお詫びの手紙を書いたのであっ

た.

翌17日朝ふたたびアスカニアを訪れAutOmaticcon-

trO11er関係の工場等を見学の後バルリン大学やブラ

ンデンブルグ門などを車で大急ぎで見物午後の飛行機

でノ､ノｰバｰに戻った.Dr.Hallenbachの所で用件

を済ませ厚くお礼を述べて同夜はノ･ノｰバｰに泊り

DLKappelmeγerと夕食を共にしたがら地熱測定の問

題や大爆破海洋の地震探査等について語りこれらに

ついて夜遅くまで勉強した.18目(日曜目)朝実り

多きドイツ訪間を終えノレフトノ･ンザ機でノ･ノｰバｰか

らフランクフノレト経由ジュネｰブに近づいた.機上で

もまた着陸後それから後の飛行でもユングフラウマ

ヅタｰホルンモンブランなど有名匁スイスのアルプス

中央ヨ}ロヅバ重力(ブリｰ並ア)分稲轡(艶烙賊｡s)

の山々を教えて戴いたカミ感じはただ崇高の一字につき

る機は氷河の水でできた美しいレマン湖の上を軽く

一周の後ジュネｰブ郊外の飛行場に到着.胃曜目で

あったがジュネｰブ大学の地質学教室の立派な標本室

を見せて戴いた.その後天文台や国際連盟本部とし

て有名であったパレ｡デ｡ナシオンや古いお寺サンピエ

ｰル寺院やWMO(世界気象機構)国際赤十字等を見学

夜はインドからスイスにきている大学の人達と会食駅

の近くモンブラン通りのホテルに泊った.19目午後ス

イスエアｰによる1時間半の飛行でジュネｰブからチュ

ｰリッヒに移った.この貝は翌日の大学の見学に便利

なように教室のすぐ隣りにとって戴いたSunnehausに

落ち着き休息をとり違目の疲れを休めた.

20目早朝チュｰリッヒ理工科大学Eidgen6ssische

Technische亘0chschuleに約束通りはじめProf.Dr.

E.Lavesを訪ねた.教授は快よく私を迎えられ教室

の概略を説明されて後当鉱物岩石学教室へ日本から研

究留学中のDLH･Koyamaを紹介された.そして午

前中標本室特別に設計されたX線回折測定用Pre･

cessi㎝Cameraにより直接長石等の結晶格子内の原子

配列を研究する実験やDr･G池nenferder,Dr･Weirer

による石英を利用してのAgedetermination(Ci4法)

高温度低温度におけるスペクトノレ実験等を見学しLaves

教授のところで昼食をいただいて午後地球物理学教室

(Institut抽rGeophysik)のProf･F･Gassmannの

部屋に案内された.Gassmann教授は説明するまでも

なく現在の重力地震波伝播の理論的研究の大家であ

るカミ当目は午後一はいを私のためにあけて下さり教

室の最近の研究や実験を一カ詳しく案内説明された.非

常に印象的であったものの一つは振動台である.これ

は3-di血entiOna1shakingtableで非常にlowから

highfrequencyまで出すことができ矩形波鋸歯波

SineWaVeを出し得るのみならずtranSientWaVeに

よる受振器の｡a工ibrationまでもできるのである.こ

れは研究室で理論家と弱電の専門家が苦労の末何年も

かけて製作したもので私ほその努力に自然と敬意を払

わざるを碍匁かった.

この振動台に限らず当教室のか枚りのもの例えば

人工地震用の増幅籍受振籍等地球磁気測定装置電

気深鉱籍等は形こそスマｰトで獄汰いが教蜜㌘)製隷で

書｡

加だ箆カについてはG洋糾η一触糾亙

熟一鮒の武でバGノ砥を釆知数&して最小二乗法紀

かけ電子計算籍鵬滅でこれを艦慧た&史ば夢に

ついては洋黛由榊牡簑｡帆§をいつ夜程度の出し方で

相接近したか校ゆ数多くの地点について計算を行なりて�
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いた.それから教室の工場に案内された.ここでは

そんなに立派な新しい器械が揃っているわけでもないの

によくまあ次々とあんなに実験器械を作ったものだと

思った.ここでも思ったのは古い電池柾ども大切に

使っているということであった.教授の部屋にもどっ

てからtDr.M.Weberから上述の振動台によって

Hi11er･Askania-seismographの｡alibrationを行なっ

た結果を見せていただきまた最近の地震波伝播の理論

的研究について説明をきいた.これら理論的研究につ

いては同大学報告に(殆ど独文で)掲載されている.

Gassma㎜教授と教室の方々に学内の食堂に案内

され夕食をしなカ生ら理論と実験及び現地における測定

ということについて話し合った.宿舎のSumehaus

に戻ってから興奮につつまれて見学したことをノｰト

に整理しぶと11時頃カｰテンを開いて窓ガラス越し

に大学の方を見ると幾つかの研究室にはあかあかとま

だ電燈がともっていた.翌21目午前中は再び地球物理

学教室を訪れ前日残した実験室や図書室を見学その

後新しくできた大学UniVerSt包tの物理学教室や国立

博物館等を一寸見て午後アリタリア(A1ita1ia)機で

チュｰリッヒ発アルプスの山々を越えてイタリアに入

り夕刻ロｰマ郊外の国際空港に着陸.飛行場から市内

への道路はなかなか素晴らしくちらっと羽田のことカミ頭

をかすめオリンピックまでには日本も道路を本格的に

なおさなければなるまいとつくづく感じ｡た.

映画｢終着駅｣でお馴染のStazioneTermini南側

にあるエアタｰミナノレに着いていままで旅行した各国

よりはずっと温度カミ高いように感じ｡た.幸い連日曇

り程度であったがロｰマは小雨がしとしとと降ってい

た.駅前から2kmばかりの顕離にある繁華街ベネト

通りのホテルボストンに落ちつきアベリチフのベノレモ

ットの後スパゲッティｰのイタリア料理を賞味し旅

の疲れを癒した.22目午後かねてから約束しておい

たProf･F.Pentaをロｰマ大学工学部に訪れた.教

授は音にきこえた親日家で日本の紋付柱とを洋服の上

に着て見せ私を驚かせた.横山泉氏からの紹介状を出

すとひとしきり横山博士や東北大の八木教授東大の

久野教授のことなどをしゃべりまくりやっと本題のイ

タリアの地熱の話になった.英語が通じないので私も

専ら努力してフランス語で相つとめた.私が色々と日

本の地熱のことを説明すると教授は興味深くきいて下

さり部厚柾ご自身のイタリアの地熱に関する過去の論文

を沢山プレゼントされた.そして火山と地熱について

の同教授の考えを詳しく説明されタイプは異たるが

日本の地熱調査のやり方についても私には大へん参考に

征る所カ坤った一

同教授は1962年の国際火山学会議に是非出席しその

後目本の火山や地熱地帯を廻りたいが喘息の気があ

るので一寸心配だなどといっておられた.私カミラルゲ

レロの地熱地帯を見たいというとrDr.G.Bartolu㏄1が

他の用事もあって今夜発ってラルデレロに行き直ぐ明晩帰って

来るから向うでちゃんと手配させておく安心しなさい｣と

親切に事を運んで下さった.なる程過去30年来のイ

タリア地熱のボスだけあると思った.

早速Dr.Bartolucciを紹介されいっしょに晩食を

御馳走になり大学近くにある有名なコ日シアム(Colos-

seo)のあたりからオペラ座(TeatrOd'opera)夜光に

てらし出された大きな噴水のある国立博物館(Museo

Naziona1eRomano)の付近をぶらぶら歩いていくらか

暖かい夜風に吹かれながらホテルに帰りついた.ふテ

ノレで北大独文の井手教授や都立大物理の似鳥教授に出

会った.井手教授から盛んに日本の交響楽団がドイツ

ではやされたニュｰスをきいた.

23目目本大使館インド大使館にゆきインド再入国

のピザの手続きをする.インドはヨｰロッバとちがい

入出国の手続きがやかましい国である.それでも事情

総需探査の反鮒

麟桁締築ダ)亜綱,

(S醐SMOS)�
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｡撚

釧

るに

勿軸

ポｰル

重鐘

容器(ケｰジ)

ASKAMA重力計G5-12でとくに意を用いた部分の説明(小

さなボｰルをのせることによりCalibration(検定)の他直接測

定で2000mga1をカバｰすることができる〕

が分ってやっと即日ビザを受けとることかできた.日

本大使館で東京の毎目新聞論説委員の青木繁氏と出会い

再会を約して別れた.ベネツィア宮(P1zaVenezia)

のあたりを散歩してホテルヘ帰る.夜Dr･Bartolucci

からr明朝ラルデレロに潜くよう先方の受入れ0.K｣と電話

で知らせてくれた.

24目未明終着駅から乗車覚えたてのイタリア語を

駅で使いRoma･Follonica,andataeritomo,seconda

classe(トマ'フォロニカ往復2等切符)とやったら通じ｡

たので得意に匁る.イタリアの汽車は評判程悪くはな

い.コンパｰトメントの中で乗り合わせた人達と親し

く柾る.次第に夜が明けて来ると車窓からチレニア

海が眼前に開け全く素晴らしい景色となる.幸い好天

気に恵まれ海の向うにコルシカ島手前にナポレオン

で有名狂エルバ島が見えてきた.このあたりからリグ

リア海となるがこの一帯の海岸の風景は全く絵のように

美しい.ピザ手前のフォロニカで下車.早速出迎

えの車で約90kmドライブ目的地ラルデレロに午前9

時半到着した.技師長のDr.G.StefaniやDr.P.

Dini,Dr.L.Bagno1iに迎えられラルデレロの地熱発

イタリアラルデレロの地質輿

電の歴史地質Hydrothermalsystem等について岩

石のサンプルや地下温度立体模型等で説明を受ける.

(ラルデレロの地熱の詳細は省く又別の機会に専門誌上に述べ

る予定)それから地球物理地球化学の研究室(実験室)

を次々とDr苗B.Luig地質のB.Renato氏に案内され

て見学構内職員食堂で昼食後引き続き実験室工場

を見学.終りてDrλuigiの車で各発電用の井戸を見

て廻った.そしてある井戸の所では私の目の前で職員

の一人力ミバノレブを開いて噴気の光景を見せてくれた.

その光景は今でも忘れることができない.バルブが

少し開かれるや否や地ひび書を伴うような轟然たる音

響をたてて時間的に多量の蒸気カミふき上げ全くの壮観で

あった.蒸気96%H203%CO婁.H2SNH4等1

%温度240.Cr深さ1600m井戸畑･x=23･抗圧4.5

･tmp･…)とのことであった.最近では日本でも地熱

発電のための調査カミなされ次第に実験的に成功しつつ

あるカミ当時は婁だまだであったから私はは抵はだ羨

ましく思ったのである.その後発電所に入った.カ

メラだけ守衛所にあずけ内部はかなり詳しい所まで見せ

ていただいた.発電所に入ってからの仕事は私の専門

の外であるカミ地下構造Hydrotheram1Systemにつ

v･てはわれわれにも責任のあることで日本とタイプはち

がうとはいえ色々柾点で参考になったので帰国後少

しでも役に立てたいと考えつづけた.

その後目下掘りつつある井戸やまだ発開途中にあ

る地熱地帯を車で回り夜になってから構内のクラブに

戻って来そこでデラックスなイタリア料理のご馳走に

柱った.食後研究者の人達と地熱地帯の地下構造につ

いて討議し遅く在ってから車でフォロニカまで送って

いただいた.車の中で同行してくれた人がすてき柾声

でオｰソレミオねどを唱って旅情を慰めてくれた.

夜行列車でロｰマに着いた時はすでに25目(日曜)の

タ沙デレ韓地熱鶏電機試蟹

(共に地熱発電所本館にある)�
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夜明けてあった.ホテノレに少憩仮眠の後朝早く私

は大使館の人から教えられたバチカンのサンピエトロ寺

院に詣でた.この又とないクリスマスの目をカソリッ

ク総本山で迎えるためにすでに万をこえる人が広場を埋

めていた'幸いにも堂内にはいることができミケラ

ンジェロの名作大円がいの下で法王ジョバンニ(ヨ

ハネス)23世カミ美しい声でひもとく聖書に多くの使徒た

ちカ茎応えるのを聞いた.又男声女声合唱の讃美歌のコｰ

ラスにうっとりとしクリスチャンでない私も全く神聖

恋気分に包まれ静かに祈りを捧げた.

数時間の祈りのあと法ヨ三は座にすわったまま4人の

使徒にかつカミれてしずしずと御堂内を祭壇から大玄関

の方に向け進まれ(我々に祝福を分け与えながら)中央2階

のバノレコニｰで広場の前で待つ民衆に祝福を与え世界

平和の宣言を数カ国語で恋された.

それ炉終るや否や高く吊られた鐘がガランガランとな

りはじめそれにこだまするように市内の教会の鐘がひ

びいてきた.そして美しく赤金白黒で色とっ

たおもちやの兵隊さんのような(身体は大きいが)儀佼兵

の行進カミ軍楽隊を先頭に市内に繰り出した.私はとて

も愉快な気持でクリスマスの街を券き廻りIホテルに帰

ってうとうとと居眠りした.23時間も寝たであろ

うか青木氏から電話が有り｢今夜いっしょにクリスマス

の食事をしま喧んか｣と誘われ少し寂しい気分になって

いた所で早速親切な申し出に応じた.ベネト通りの

レストランで御馳走になりながら最近の海外の日本人

の話を伺い愉快なひと時を過し異郷でのクリスマスの

夜を寂しくなく送れて心の中で青木氏に感謝した.

翌26目半後の時間を利用してナポリヘ出かけた.(ポ

ンペイ迄は行けなかったが).ベスビアスの中腹まで登山

電車で行った添時間の都合で引返し夜行列車でロｰマ

にもどった.この僅かな期間にたまたま私には幸にも

火山の小爆破があって(新聞にも出る程度の)噴煙をもの

ぞむことカミできた.27旦伝説のあるトレヴィの噴水

にお別れして夜エアインディアのジェットボｰイ

ング707でロｰマを出発カイロ経由翌28目午後ボンベ

イに帰ってきた.ホテル･ダシマノ･一ノレに一泊29日

朝国内線で一カ角振り1こノ･イデラバｰドに戻った.飛行

場ではDr.Balakr1shnaはじめ教室の方々が大勢出迎

えて下さり元気た帰国を喜んでくれた.

年内から1961年はじめにかけ大学の評議会や教授会

で私はハイデラバｰドに国立地球物理研究所を設ける

ことについて色々と相談を受けた.

インドは仏教国でしょっ中お祭カ量ある代りに正月は殆

ど何時もと変ったことなし.ただ数目の休みがあるだ

け.1月は私は帰国報告講演会学生への講義実験

指導ゼミナｰノレ共同研究の一応のしめくくり今後

のオスマニア大学へ日本からの協力打ち合わせ各大学

からの来客讐で多忙に目を送った.

2月に入ると学生の試験(卒業式は大学の都合で12月私の

不在中に行われた)総長へのレポｰト作成お世語になっ

た人々を白毛にパｰティｰを開いて招待バンガロｰ迄

再び講演旅行新聞雑誌に記事を書v'たり関係学校の

卒業式に招かれたり帰国準備手続き等にあけ暮れた

ここでちょっと特筆しておきたいことは2月16日夜(日

本時間27日朝)重力計につけた私の手づくりの記録装置に

大きな振動カミ入った.それは日本の日向灘地震であっ

た.これについては別の機会に述べて見たい､

そして3月休暇に入るのとV･っしょに総長をはじめ

皆さんの送別会に出席し身の廻りの用件もすませ私は

11日の午後大学関係の多くの人に見おくられてノ･イデ

ラバｰドを国内線で出発.ポンベｰのタジマハｰルホ

テノレに一泊翌12目正午ボンベｰ発のエアインディア

スｰパｰコニ■ステレイションでニュｰデリｰカルカッタ

バンコックホンコン経由13目午後4時ぶじ1年3ヵ

月振りに羽岡に着いた.

(筆者は物理探査部試験課長)

地熱坑井のバルブを開いたところ

(ラルデレ目)

萎毒｡

クリスマス当日バチカン･セントピエトロ寺院でロｰマ法ヨ巨

ヨハネス23世から祝福の冒葉を受ける軍人･市民たち�




